
 

 

 

 

 

 

 

１．水質使用料とは 

家庭や工場・事業場などから排水される汚水の処理に要する経費については、下水道使用料として利用者に負担して

いただいております。 

下水道使用料は、汚水の排出量に応じて決まる一般汚水使用料と、水の汚れの程度に応じて決まる水質使用料で構

成されています。 

                   下水道使用料 ＝ 一般汚水使用料 + 水質使用料 

 

水質使用料とは、濃度の高い汚水ほど処理原価が高くつくことから、負担の公平化、汚染者負担の原則に基づいて、一

定限度を超える水質の下水を排出する事業場などに対し、一般汚水使用料とは別に負担していただくものです。 

 

 

２．水質使用料が適用される条件 

 

汚水排出量 
BOD（もしくは COD） 

または SS の濃度 
適用される区分 

1,250m3/月 

以上 

200mg/L 以下 一般汚水使用料 

201mg/L 以上 

2,600mg/L 以下 
一般汚水使用料 ＋ 水質使用料 

2,600mg/L を超える 

大阪市下水道条例により下水道へ排出できません 

（除害施設の設置等により、排除基準値以下の水質にしなけ

れば排出できません。） 

 

 

３．水質使用料が決定するまで 

 

 

 

 
新規対象事業場のみ 

予 備 調 査 

＊認定を行ってから約１年経過の後、再度認定を行います

＊ 

認 定 調 査 水 質 の 認 定 認定通知書の送付 

事 前 調 査 

 

市内の事業者のみなさまへ 

水質使用料金のごあんない 



４．水質使用料と計算例 
ＢＯＤ（もしくはＣＯＤ）またはＳＳの濃度に応じた水質区分ごとに１ｍ３あたりの水質使用料が決められています。 

 

 
 ◆水質使用料計算例◆ 

   排 水 量： 2,000 ｍ３／月 

   水 質 区 分： BOD 350 mg/L・・・ランク B 

            ＳＳ  250 mg/L・・・ランク A 

   計 算 式： BOD 料金１ｍ３につき 37円 

              2,000 ｍ３×37 円＝74,000 円／月 

             ＳＳ料金１ｍ３につき 18 円 

              2,000 ｍ３×18 円＝36,000 円／月 

   水質使用料： （74,000 円＋36,000 円）×1.1＝121,000 円／月 

                      ・・・これが一般汚水料金に加算されます。 

 

5．参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．水質使用料に関するお問い合わせ先 

➢ 水質の認定について 

          下水道部下水道資源循環課（水質規制） 

住之江区南港北 2-1-10 ATC ビル ITM 棟 6 階  ℡：6615-7525 

➢ 水質使用料金について 

          総務部経理課 

住之江区南港北 2-1-10 ATC ビル ITM 棟 6 階  ℡：6615-7545 

                                                         令和６年４月 

ランク 
水質区分 

(mg/L) 

ＢＯＤまたは 

ＣＯＤ(円) 

ＳＳ 

(円) 

Ａ ２０１～３００ １７ １８ 

Ｂ ３０１～４５０ ３７ ４４ 

Ｃ ４５１～６００ ６０ ７２ 

Ｄ ６０１～８５０ ９０ １１０ 

Ｅ ８５１～１,１００ １２８ １５８ 

Ｆ １,１０１～１,３５０ １６７ ２０６ 

Ｇ １,３５１～１,６００ ２０５ ２５３ 

Ｈ １,６０１～１,８５０ ２４３ ３０１ 

Ｉ １,８５１～２,１００ ２８１ ３４９ 

Ｊ ２,１０１～２,６００ ３２３ ４１０ 

（注）ＢＯＤとＣＯＤはいずれか大きい方の値とします。 

１,２５０ｍ３/月以上の場合の一般汚水使用料計算方法（消費税を含む） 

使用水量区分 一般汚水使用料 

１,００１～５,０００ ｍ３/月 （２１５円×水量－ ５３,７００円）×１．１ 

５,００１ ｍ３/月以上 （２３４円×水量－１４８,７００円）×１．１ 

大阪市下水道条例（抜粋） 
《使用料》 第１１条――――――――――――――――――――― 

・公共下水道の供用を開始したときは、下水を排除すべき区域を公示した区

域内の使用者から、１月につき別表第１に定める金額に 100 分の 110 を乗

じて得た額を使用料として徴収する。 

・次に掲げる基準のいずれかを超える水質の汚水を排除する場合は、１月に

つき別表第２汚水１リツトル中の生物化学的酸素要求量若しくは化学的酸

素要求量又は浮遊物質量の欄に掲げる水質区分に応じ同表の生物化学的酸

素要求量又は化学的酸素要求量に応じた汚水１立方メートル当たりの使用

料の欄に定める金額及び浮遊物質量に応じた汚水１立方メートル当たりの

使用料の欄に定める金額の合計額に当該汚水の水量を乗じて得た額に 100

分の 110 を乗じて得た額を前項の使用料に加算して徴収する。ただし、汚

水の排出量が月につき 1,250 立方メートルに満たない場合は、この限りで

ない。 

(1) 生物化学的酸素要求量 １リツトルにつき５日間に 200ミリグラム 

(2) 化学的酸素要求量 １リツトルにつき200ミリグラム 

(3) 浮遊物質量 １リツトルにつき200ミリグラム 

 

《汚水排出量及び水質の認定》 第１２条―――――――――――― 

・汚水の排出量は、上水の使用量その他の事実により市長が認定する。 

・汚水の水質の認定は、市長の定める方法による。 

 

《測定のための装置の設置》 第１２条の２――――――――――― 

・市長は、工場又は事業場から排除される汚水の排出量または水質を認定す

るために必要と認めるときは、当該工場又は事業場の敷地内の適当な場所

に、測定のための装置を設置することができる。 

・使用者が善良な管理者の注意を怠ったために前項の規定により設置された

装置を亡失し、又はき損した場合は、その損害を賠償しなければならない。 

 

 

 用語の説明 

ＢＯＤ 
Biochemical Oxygen Demand の略で、生物化学的酸素要求

量のことです。汚水や河川水中の汚濁物質（有機物）が、微

生物によって無機化あるいはガス化されるときに必要とされる

酸素量を指し、この数値が大きいほど、その水が汚濁している

ことを意味します。 

ＣＯＤ 
Chemical Oxygen Demand の略で、化学的酸素要求量のこと

です。汚水や河川水中の汚濁物質（有機物など）を過マンガ

ン酸カリウムという酸化剤で酸化するときに消費される酸素量

を指し、ＢＯＤと同様数値が大きいほど、その水が汚濁してい

ることを意味します。 

ＳＳ 
Suspended Solids の略で、浮遊物質量のことです。水中に浮

遊している物質の量をいい、一定量の水を濾紙でこし、濾紙

上に捕捉された物質の重量を指し、数値が大きいほどその水

が汚濁していることを意味します。 

大阪市建設局   


